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家
庭
の

医
学
む
く
み
に
つ
い
て

む
く
み
と
は
何
か
？

　
細
胞
組
織
に
、
水
分
が
溜
ま
り
痛
み
を
伴
わ
ず
腫
れ
た
状
態

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
細
胞
と
細
胞
の
間
に
は
間
質
液
と
呼
ば

れ
る
水
分
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
質
液
が
正
常
に
代
謝
さ
れ
な

い
と
余
分
な
水
分
や
老
廃
物
が
過
剰
に
溜
ま
り
、
増
え
ま
す
。

こ
れ
が
『
む
く
み
』
で
す
。

・
横
に
な
る
と
き
に
足
の
下
に
枕
を

置
い
て
足
を
高
く
す
る

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
ほ
ぐ
す

・
お
風
呂
な
ど
で
よ
く
温
め
、
血
行

を
良
く
す
る

・
一
定
の
姿
勢
を
と
ら
な
い
で
こ
ま

め
に
体
を
動
か
す

・
運
動
を
し
て
筋
肉
、
基
礎
代
謝
を

上
げ
る

・
食
事
改
善

　

カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
野
菜
（
イ
モ

類
、
き
ゅ
う
り
な
ど
の
ウ
リ
類
、

豆
類
）
や
果
物
（
バ
ナ
ナ
、
り
ん

ご
）
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
を
多
く
含
む

食
べ
物
（ 

豚
肉
、
豆
腐
、
小
豆
、

か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
）
、
海
草
類
は
水
分

代
謝
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。
た
ん
ぱ
く
質
や
ミ
ネ
ラ
ル

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
に
す
る

と
、
む
く
み
難
く
な
り
ま
す
。

顔
　

蒸
し
タ
オ
ル
で
１
～
２
分
間
、
顔

全
体
を
暖
め
て
か
ら
、
冷
水
で
軽

く
洗
顔
し
ま
す
。

　

そ
れ
を
２
～
３
回
繰
り
返
す
と
、

顔
や
ま
ぶ
た
の
血
流
が
促
進
さ

れ
、
む
く
み
が
解
消
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。

足・
冷
え
は
血
流
を
悪
く
し
、
足
に
溜

ま
っ
た
血
液
や
水
分
が
循
環
し
に

く
く
な
り
ま
す
。

　

夏
場
の
エ
ア
コ
ン
の
冷
風
を
直
接

足
に
当
て
な
い
よ
う
に
す
る
、
冬

は
、
厚
め
の
靴
下
や
ス
ト
ー
ル
、

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ど
冷
え
を
軽
減

す
る
工
夫
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
同
じ
姿
勢
に
よ
る
血
行
不
良
で
の

足
の
む
く
み
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
足
先
や
ふ
く
ら
は
ぎ
を
、

座
っ
た
ま
ま
で
の
状
態
で
も
、
常

に
動
か
す
よ
う
に
意
識
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

“
一
時
的
な
も
の
”
に
は
…

・
塩
分
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
り
過
ぎ

・
長
時
間
同
じ
姿
勢
で
い
る
（
座
り
っ
ぱ
な
し
、
立
ち
っ
ぱ
な
し
）

・
冷
え
、
血
行
不
良
な
ど 

・
運
動
不
足
を
含
む
新
陳
代
謝
の
低
下

・
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
（
月
経
、
更
年
期
障
害
）

・
栄
養
不
足
（
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
タ
ン
パ
ク
質
の
不
足
）

“ 

病
気
が
関
与
す
る
も
の
”
に
は
…

　

心
臓
病
、
肝
臓
・
腎
臓
病
、
貧
血
、
血
管
や
リ
ン
パ
管
の
障
害
、
妊

娠
中
毒
症
、
薬
の
影
響
で
む
く
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
顔
や
足
の
特
定

箇
所
に
短
時
間
で
て
い
る
内
は
良
い
で
す
が
、
長
時
間
む
く
ん
で
い
る

場
合
や
、
身
体
全
体
が
む
く
ん
で
い
る
場
合
は
病
院
を
受
診
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

大
き
く
分
け
る
と
、「
一
時
的
な
も
の
」
と
、

「
病
気
が
関
与
す
る
も
の
」の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

原

因

対 

処 

法

む
く
み
解
消
法
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郡
山
柏

屋
開
成
店

で
職
人
さ

ん
に
教
え

て
も
ら
い

な
が
ら
薄

皮
饅
頭
を

作
っ
て
き

ま
し
た
。

お
店
に
着
く
と
す
ぐ
に
職
人
専
用
の
衣

を
着
て
腰
に
エ
プ
ロ
ン
を
締
め
ま
し
た
。

皆
さ
ん
本
当
に
よ
く
似
合
っ
て
い
て
、

ど
こ
か
ら
見
て
も
饅
頭
作
り
職
人
だ
！

と
笑
い
な
が
ら
、
お
互
い
の
姿
を
見
て

　

今
年
も
牡
丹
が
見
頃
の
時
期
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
前
日
雨
が
降
っ
た
の
で

天
気
が
心
配
で
し
た
が
、
少
し
汗
ば
む

陽
気
な
が
ら
も
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

5
月
8
日
（
水
）
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
鈴
木
ハ
ル
子
様
が
慰
問
の
た
め
来
所
さ
れ
ま
し

た
。
南
京
玉
す
だ
れ
や
皿
回
し
、
歌
唱
な
ど
内
容

盛
り
沢
山
で
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
皿
回
し
で
は
利
用
者
さ
ん
が
挑
戦
し
、
南
京

玉
す
だ
れ
で
は
職
員
が
挑
戦
し
ま
し
た
。
明
る
く

元
気
な
声
に
、
自
然
と
み
な
さ
ん
の
手
拍
子
も
弾

ん
で
い
ま
し
た
。

照
れ
笑
い
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ざ
饅

頭
作
り
に
取
り
か
か
る
と
顔
が
シ
ュ
ッ

と
引
き
締
ま
り
、
気
合
い
が
入
っ
て
い

る
様
子
で
し
た
。

　

薄
皮
に
な
る
生
地
は
と
て
も
柔
ら
か

く
、
手
の
平
で
押
し
な
が
ら
薄
く
伸
ば

し
て
い
き
、
手
の
指
と
ヘ
ラ
を
使
っ
て

薄
皮
の
中
に
こ
し
あ
ん
を
た
っ
ぷ
り
と

詰
め
て
い
き
ま
す
。
あ
ん
こ
を
つ
ま
み

食
い
し
な
が
ら
た
く
さ
ん
入
れ
た
方
が

美
味
し
い
よ
、
と
皮
に
入
る
だ
け
詰
め

ま
し
た
。
ふ
っ
く
ら
蒸
し
上
が
る
と
あ

ん
こ
の
と
て
も
良
い
香
り
が
し
て
き
ま

し
た
。
作
る
の
に
一
番
一
生
懸
命
だ
っ

た
利
用
者
さ
ん
は
、
自
分
で
作

り
あ
ん
こ
が
は
み
出
し
そ
う
に

な
っ
た
饅
頭
は
、
お
店
に
売
ら
れ

て
る
の
よ
り
何
倍
も
お
い
し
そ

う
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
や
は
り
で
き
た
て
の
饅
頭
は

温
か
く
ふ
か
ふ
か
し
て
い
て
最

高
で
し
た
。

　

施
設
に
戻
っ
て
か
ら
も
話
題

が
続
き
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
絶
え

な
い
饅
頭
作
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

牡
丹
園
に
は
牡

丹
を
は
じ
め
、
色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
、
藤
の
花
も
満
開
で
し
た
。
普

段
な
か
な
か
出
か
け
る
事
が
で
き
な
い

利
用
者
さ
ん
達
は
、
外
の
空
気
を
吸
う

こ
と
が
で
き
た
う
え
、
季
節
の
花
を
た

く
さ
ん
見
る
事
が
で
き
て
満
足
し
て
い

た
よ
う
で
し
た
。﹁
見
事
だ
っ
た
、
綺
麗

だ
っ
た
﹂﹁
久
し
ぶ
り
に
来
れ
て
楽
し

か
っ
た
﹂
な
ど
喜
び
の
声
が
聞
こ
え
ま

し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
っ
て

き
た
利
用
者
さ
ん
は
、﹁
本
当
に
良
か
っ

た
﹂
と
ず
っ
と
眺
め
て
余
韻
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
季
節
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
ま
た
地
域
と
の
交
流
に
も
な
り
、

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
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● 日　時 ●
平成25年7月26日（金）

午後2時～3時

● テーマ ●
転倒予防

● 講　師 ●
医師 中村　淳

 地域の皆さんを
対象とした市民健
康教室を開催し
ます。参加希望の
方は会場までご案
内しますので、当
日受付にてお声をかけください。た
くさんの皆さんのご参加をお待ちし
ております。参加費は無料です。 

※テーマが変更になる場合があります。
　ご了承ください。

市民健康教室の
お知らせ

南 東 北 春 日
南東北春日リハビリテーション病院

介護老人保健施設 春日リハビリテーション・ケアセンター



南 東 北 春 日

　アンウェイシステム ( 可動式免荷装置 ) と
は、体重を免荷した状態で安全に立位・歩行
におよぶ動作習得をサポートする装置です。
脳卒中や脊髄損傷で歩行が困難な場合や、長
期臥床により体力が低下した症例において
も、免荷した安全な状態で基本動作から応用
動作まで幅広く使用することができます。
　今回、回復期病棟にこのアンウェイシステ
ムを導入しました。㈱酒井医療の方に協力し
て頂き、当院リハビリ職員対象にアンウェイ
システムの操作方法の研修会を行いました。
皆さん、興味津々・真剣な眼差しで説明を聞
いていました。
　今後、回復期病棟に入院している患者様で
アンウェイシステム対象となる方のリハビリ
の一つとして取り入れ、活用していきたいと
思います。

　ちなみに、福島県においてこのアンウェイ
システムは南東北福島病院にも導入されてい
ますが、最新のタイプは当院が初導入となっ
ています。
　「患者様のために」より安全・効率的なリハ
ビリを提供できるよう今後も様々なリハビリ
機器や治療法等を積極的に学び、取り入れて
いきたいと思います。

変形性膝関節症についてリハビリコー
ナー

　今回は、多くの人の悩みとなっている膝関節
の痛みとその予防策について紹介します。

　膝関節の痛みの原因の多くは太ももの骨とす
ねの骨の間にある関節軟骨が擦り減ることに
よって起こります。軟骨が擦り減ることで、骨
同士がぶつかり痛みが生じます。

　変形性膝関節症のリスクを知っておきま
しょう !!
①運動不足：体重の増加、筋力低下を起こす
②Ｏ　　脚：膝の内側への負担が大きくなり、
　　　　　　内側の軟骨が擦り減りやすくなる
③肥　　満：膝への負担増大

　変形性膝関節症の予防策として、今回は正し
いウォーキングについて紹介します。
　ウォーキングは体重減少・筋力増強・全身の
体力向上に効果的です。

福島県初！NEWアンウェイシステム
（可動式免荷装置）を導入しました

　ウォーキングの際のポイント
①よい靴を選びましょう。
　1) つま先は足の指が動かせる程度の余裕があ

るサイズを選ぶ
　2) かかとは低いものを選ぶ
　3) 適度なクッション性のある靴底を選ぶ

②膝に痛みがある場合は杖を使って負担を減ら
しましょう。杖を使うことで膝にかかる負担
が軽減します。痛みがある状態では、長く歩
くことも難しくなるので、積極的に杖を使っ
て歩きましょう。

　変形性膝関節症には適度な運動が重要です。
しかし、痛みが強い場合など
は逆に悪化してしまうことも
あるので痛みに合わせて無理
なく運動してください。



■発行／医療法人社団　三成会

個人情報保護法施行により、紙面に掲載されている写真は、本人の承諾を得て掲載しております。

■印刷／石井電算印刷株式会社

南東北春日リハビリテーション病院
TEL.0248-63-7299
南東北春日居宅介護支援事業所
TEL.0248-63-7297
所在地：福島県須賀川市南上町123-1

介護老人保健施設 南東北春日リハビリテーション・ケアセンター
TEL.0248-63-7279
南東北春日訪問看護ステーション
TEL.0248-63-7278

通所介護事業所 南東北春日リハデイ石川
TEL.0247-56-3711
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至郡山
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川

デニーズ●

●GS

●いちい

●ロックタウン

カワチ●

東
北
自
動
車
道

東
部
幹
線

須賀川
I.C 翠ヶ丘

公園

■南東北春日
　リハビリテーション病院
■介護老人保健施設
　南東北春日リハビリテー
　ション・ケアセンター

ホームページアドレスが変わりました

健 診禁煙治療を
行っています
禁煙治療を
行っています
禁煙治療を
行っています

皮膚科の診療を
行っています
皮膚科の診療を
行っています
皮膚科の診療を
行っています

●一般健診  ●人間ドック  ●胃がん検診  ●内視鏡検査
●協会けんぽ健診（旧政府管掌）〈生活習慣病・予防健診〉

内科・脳外科の看板を目印にしてください。

南東北  春日

「小春日和」は、環境にやさしい
ベジタブルインキを使用しています。

「小春日和」は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。

「小春日和」は、責任ある森林管理により
生まれたFSC®認証紙を使用しています。

診療科
■外来診察担当医表 （予定）　4月より眼科外来が再開しました。

診療時間
午前8：30～12：30
午後1：30～  4：30
午前8：30～12：30
午後1：30～  4：30
午後1：30～  4：00
午前8：30～12：30
午後2：00～  4：00

月
大越 透
大越 透
後藤 恒夫

後藤 恒夫

火
大越 透
大越 透

水
大越 透
大越 透
後藤 恒夫

北原 正樹
後藤 恒夫

木
大越 透
樋口 健弥

金
佐藤 哲夫
大越 透
後藤 恒夫

後藤 恒夫
小林 奈美江

土
大越 透

後藤 恒夫

内　科
消化器科／循環器科／呼吸器科

脳神経外科

形成外科 ・ 皮膚科

眼　　　科
リハビリテーション科（　　　　　 　　　　）理学療法・作業療法・

言語聴覚療法

南 東 北 春 日

編 集
後 記

５月もあっという間に過ぎ、梅雨の時期を迎えました。朝晩と日中の寒暖
の差があり体調を崩されている方もいらっしゃると思います。健康の基本
は睡眠不足の解消と、バランスのとれた食生活です。特に短時間の昼寝
は疲労回復だけでなく、ストレス解消や学習能力の向上、心臓病などを
抑制するといった効果があります。ぜひ、取り入れてみてください。
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藤
照
雄

泣
き
友
と　

病
床
語
る　

過
去
未
来氷

山
温
子

湧
く
勇
気　
ベ
ッ
ド
の
ま
わ
り
で　
は
し
ゃ
ぐ
孫

和
田
道
の
住
人

子
の
電
話　
は
ず
む
向
こ
う
に　
心
な
ご
み
て

夢
見
や
古
稀
子

今
月
の
川
柳

川
柳
募
集

川
柳
募
集

川
柳
募
集

川
柳
募
集

　

た
だ
い
ま
当
院
で
は
、川
柳
を
募
集
し
て
い
ま
す
。テ

ー
マ
は
自
由
で
す
。た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
!!

●
応
募
資
格
…
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
応
募
方
法
…
ス
タ
ッ
フ
に
直
接
作
品
を
お
渡
し
い
た
だ

く
か
、郵
便
や
F
A
X
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

作
品
と
一
緒
に
名
前（
名
前
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は

ペ
ン
ネ
ー
ム
も
）、ご
住
所
、電
話
番
号
の
ご
記
入
も
お
願
い

致
し
ま
す
。お
ひ
と
り
何
作
品
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

○郵便の場合
〒962-0817 福島県須賀川市南上町123-1
南東北春日リハビリテーション病院
広報委員 「川柳募集係」あて
○FAXの場合 FAX.0248-63-7265
※応募していただいた作品は返却しておりませんので、
　返却を希望する場合はお申し出ください。
※応募の際に提供された個人情報は、本人の承諾なく
　第三者に提供されることはありません。


